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エネルギー　 354kcal

脂質　　　　 11.0ｇ

たんぱく質　 9.4ｇ

塩分　　　　 0.2ｇ

　朝が苦手な子どもたちにも、こんな朝
ごはんなら楽しく食べられるかも。
　市販品も上手に取り入れれば、手軽に
バランスの良い食事の出来あがり！

◆材　料
（４人分）

◆作り方

１人分の栄養素

卵　　　　　　2個

水　　　　　　50ml

スキムミルク　大さじ4

サラダ油　　　大さじ3

薄力粉　　　　2カップ

ベーキングパウダー

　　　　　　　小さじ1

みかんの缶詰　200ｇ

砂糖　　　　　大さじ1

江府町食生活改善推進協議会（久連）

朝食セットメニュー
パンケーキ

ヨーグルト（加糖、市販）
にんじんジュース（市販）2～3

4

5

6

7

8

9

10～11

12

13

14

町単独存続決める………………
町の話題………………………………
同和教育推進協議会総会……………
ニッキー先生の英会話教室…………
スポーツ結果…………………………
歯の衛生月間…………………………
図書館からのお知らせ………………
情報コーナー …………………
行事あれこれ ………………………
人の動きほか………………………
チャレンジクッキング ………………

　
六
月
六
日
、
俣
野
地
区
、
米
沢

地
区
で
町
民
運
動
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
午
前
中
に
小
雨
が
降
り
天
候
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
応
援
の
声
や
笑
い

声
が
響
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　5月22日、池の内地内で、俣野小学校の児童・

保護者・老人クラブの方々が田植えをしま

した。

　小学校の授業の一つで、育苗、田植、刈り
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五
月
二
十
三
日
、
江
府
町
が
日

野
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て

町
民
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
が
、

町
内
二
十
一
の
投
票
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
投
票
率
八
十
二
・
〇
一
㌫
で
五

十
㌫
を
超
え
、
条
例
に
基
づ
き
開

票
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
票
は
、
午
後
七
時
か
ら
始
ま

り
約
四
十
五
分
で
終
了
、
投
票
数

二
千
六
百
九
十
四
票
の
う
ち
、
賛

成
六
百
四
十
三
票
（
二
十
三
・
八

七
㌫
）
、
反
対
二
千
十
七
票
（
七

十
四
・
八
七
㌫
）
、
無
効
三
十
四

票
（
一
・
二
六
㌫
）
で
確
定
し
ま

し
た
。

　
町
と
し
て
こ
の
結
果
を
重
く
受

け
止
め
、
五
月
二
十
四
日
、
町
議

会
に
対
し
て
合
併
で
は
な
く
単
独

で
町
政
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　
町
議
会
も
同
日
、
全
員
協
議
会

を
開
き
、
こ
の
申
し
入
れ
を
全
員

一
致
で
了
承
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
町
お
よ
び
町
議
会
が
、

単
独
で
町
政
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
六
月
四
日
、
第
十
二
回
合
併
協

議
会
で
合
併
協
議
会
の
廃
止
を
提
案
、

可
決
さ
れ
、
六
月
十
日
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
協
議
会

廃
止
ま
で
の
経
過（
抜
粋
）

平
成
十
四
年

六
月
三
日
〜
十
三
日

　
合
併
問
題
に
関
す
る
行
政
座
談

会
を
町
内
四
か
所
（
五
回
）
で

実
施
す
る

七
月
十
六
日
〜
二
十
八
日

　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
意

識
調
査
を
実
施
す
る
（
回
収
率

七
十
五
・
二
㌫
）

　
（
日
野
郡
が
ま
と
ま
り
、
広
域

合
併
を
目
指
す
方
針
と
な
る
）

十
二
月
十
九
日

　
境
港
市
が
単
独
で
市
政
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
を
打
ち
出
す

平
成
十
五
年

二
月
十
三
日

　
溝
口
町
が
岸
本
町
と
合
併
す
る

と
の
方
針
を
打
ち
出
す

二
月
二
十
八
日

　
日
南
町
は
単
独
、
日
野
町
は
江

府
町
と
の
合
併
を
進
め
た
い
意

向
を
表
明
す
る

六
月
七
日
〜
十
二
日

　
町
内
四
か
所
で
合
併
説
明
会
を

開
く
。

　
福
田
町
長
日
野
町
と
の
合
併
を

目
指
す
と
表
明
す
る

六
月
十
三
日

　
江
府
町
日
野
町
両
議
会
執
行
部

で
第
一
回
合
同
勉
強
会
を
開
く

六
月
二
十
日

　
第
二
回
合
同
勉
強
会
を
開
く

　
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
発
足

七
月
一
日

　
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
事
務

局
を
開
設
す
る

七
月
二
十
八
日

　
江
府
町
日
野
町
両
議
会
で
合
併

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
議
決

さ
れ
る

八
月
一
日

　
平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
を
目

標
に
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る

平
成
十
六
年

三
月
二
十
三
日

　
江
府
町
の
将
来
を
考
え
る
会
が

二
千
二
百
三
十
二
名
の
署
名
を

添
え
て
、
日
野
町
と
の
合
併
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
の

制
定
を
町
長
、
町
議
会
議
長
に

要
望
す
る

四
月
二
日

　
臨
時
議
会
を
開
き
、
住
民
投
票

条
例
案
を
提
案
し
、
可
決
、
承

認
さ
れ
る

四
月
十
五
日
〜
三
十
日

　
三
十
九
集
落
で
合
併
説
明
会
を

開
く

五
月
二
十
三
日

　
町
内
の
満
十
八
歳
以
上
（
永
久

外
国
人
を
含
む
）
を
資
格
者
と
し
、

住
民
投
票
を
実
施
す
る

五
月
二
十
四
日

　
町
お
よ
び
町
議
会
が
単
独
で
町

政
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
す
る

六
月
四
日

　
第
十
二
回
合
併
協
議
会
で
協
議

会
の
廃
止
が
承
認
さ
れ
る

六
月
十
日

　
日
野
町
江
府
町
合
併
協
議
会
廃

止

町
長
方
針

　
町
で
は
、
今
後
の
地
方
分
権
の

推
進
や
厳
し
い
財
政
見
通
し
に
対

応
す
る
べ
く
、
日
野
町
と
の
合
併

を
目
指
し
県
の
合
併
重
点
地
域
の

指
定
を
受
け
、
平
成
十
五
年
八
月

一
日
に
日
野
町
・
江
府
町
合
併
協

議
会
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
合
併
協
議
会
で
は
、
平
成
十
七

年
三
月
の
合
併
を
目
標
に
、
十
一

回
の
協
議
会
を
開
い
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
両
町
の
行
政
施
策
の
統

合
に
向
け
た
各
種
行
政
事
務
に
関

す
る
調
整
・
協
議
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
合
併
後
の
新
た
な
町
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
住
民
参

画
に
よ
り
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
合
併
に
向
け
て
す
す
ん
で
い
る

三
月
二
十
三
日
、
「
江
府
町
の
将

来
を
考
え
る
会
」
か
ら
住
民
の
意

思
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
、

有
権
者
の
約
七
十
㌫
二

千
二
百
三
十
二
名
の
署

名
を
添
え
て
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
そ
の
要
望
を
真
摯
に

受
け
と
め
、
四
月
二
日

の
議
会
に
お
い
て
条
例

を
制
定
し
、
五
月
二
十

三
日
に
「
江
府
町
が
日

野
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て

住
民
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
住
民
の
皆
様
の

判
断
は
、
合
併
に
反
対
す
る
が
二

千
十
七
票
で
投
票
者
総
数
の
七
十

四
・
八
七
㌫
で
あ
り
ま
し
た
。

投
票
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
住
民
投
票
条
例
第

十
五
条
に
従
い
、
町
は
単
独
で
町

政
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
の
考

え
か
ら
、
議
会
に
申
し
入
れ
を
行

い
全
員
一
致
で
了
承
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し

い
行
財
政
運
営
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
江
府
町
の
恵
ま
れ
た
自
然

と
資
源
を
活
用
し
、
住
民
皆
さ
ん

と
協
働
し
な
が
ら
「
新
し
い
輝
く

江
府
町
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
存
じ
ま
す
。

江
府
町
の
将
来
を
考
え
る
会

　
代
表
　
奥
田
恭
祐
さ
ん

合
併
協
議
会
廃
止
協
定
書
に
署
名
を
す
る
福
田
町
長

江府町の将来を考える会として

の目標は、住民投票条例を制定

し民意を問う機会をつくるとい

うことでした。その結果、合併

に反対が多数となった。

これからの町づくりについては、

若者が定住できるような町づく

りを目指してもらいたい。

投票所別投票者数 (単位：人・％)

投票区

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

資格者数

827

228

100

349

163

168

76

44

投票者数

659

188

85

278

130

147

63

40

投票率

79.69

82.46

85.00

79.66

79.75

87.50

82.89

90.91

投票区

第９

第10

第11

第12

第13

第14

第15

第16

資格者数

61

110

147

119

78

156

87

88

投票者数

52

98

121

103

57

134

75

78

投票率

85.25

89.09

82.31

86.55

73.08

85.90

86.21

88.64

投票区

第17

第18

第19

第20

第21

合計

資格者数

　 44

　 62

　 94

165

119

3,285

投票者数

　 37

　 58

　 81

　114

　 96

2,694

投票率

84.09

93.55

86.17

69.09

80.67

82.01
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老
人
ク
ラ
ブ
の
池
の
内
常
盤
会
の
み
な
さ
ん

が
五
月
二
十
七
日
、
池
の
内
会
館
で
江
府
消
防

署
の
署
員
を
招
き
、
応
急
手
当
と
搬
出
の
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
常
盤
会
で
は
、
「
昼
間
家
族
の
大
半
は
仕
事

な
ど
で
い
な
い
た
め
高
齢
者
の
割
合
が
さ
ら
に

高
く
な
る
。
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
ら

な
け
れ
ば
」
と
、
平
成
十
五
年
に
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
そ
の
活
動
の
一
環
で
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
心
肺
蘇
生
や
止
血
の
方
法
な

ど
実
践
を
交
え
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
初
め
て
の
経
験
、

何
か
あ
っ
た
と
き
、
や
っ
て
い
る
の
と
い
な
い

の
で
は
ち
が
う
な
ど
と
話
し
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
行
政
相
談
委
員
、
藤
原
敏
江
さ
ん

（
俣
野
）
に
五
月
十
九
日
、
鳥
取
行

政
評
価
事
務
所
長
か
ら
日
ご
ろ
の
相

談
活
動
に
対
し
て
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
、
平
成
十
三
年
か
ら

行
政
相
談
委
員
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
や
苦
情
を
毎
月
相

談
所
で
ま
た
、
日
常
の
生
活
の
な
か

で
応
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

な
ど
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
溝
口
警
察
署
管
内
で
、
連
続
三
件
の
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
た
め
五
月
九
日
、

御
机
地
内
で
交
通
安
全
の
街
頭
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。

　
三
件
の
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
一
件
は
、

町
内
で
発
生
し
ま
し
た
。
概
要
は
二
輪
車

が
中
央
線
を
は
み
出
し
、
対
向
車
と
衝
突

し
て
二
輪
車
の
運
転
手
が
死
亡
し
た
事
故

で
し
た
。

　
運
転
手
の
み
な
さ
ん
へ
、
安
全
速
度
を

必
ず
守
り
、
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
な
ど
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課　　　　　
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六
月
一
日
、
江
府
町
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
江
府
町
同
和

教
育
推
進
協
議
会
の
平
成
十
六
年

度
総
会
及
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
は
午
前
九
時
か
ら
八
十
六

名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
、

平
成
十
五
年
度
の
事
業
と
決
算
が

報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

又
、
平
成
十
六
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
案
も
提
案
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
出
席
者
の
承
認
を
得
ま
し

た
。

　
事
業
報
告
で
は
特
に
同
推
協
の

主
要
事
業
で
あ
る
「
小
地
域
懇
談

会
」
に
つ
い
て
、
町
内
全
集
落
で

の
懇
談
会
が
滞
り
な
く
開
催
で
き

た
こ
と
や
、
懇
談
会
実
施
に
伴
う

課
題
や
反
省
点
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
後
の
研
修
会
で
は
「
あ
い

つ
ぐ
差
別
事
件
に
学
ぶ
」
を
演
題

に
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
と

し
て
「
倉
吉
市
や
ま
び
こ
人
権
セ

ン
タ
ー
」
の
下
吉
真
二
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
下
吉
さ
ん
に
は
、
鳥
取
県
下
で

の
最
近
の
差
別
落
書
き
や
差
別
投

書
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を

挙
げ
な
が
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
近
の
五
年
間
を
み
て
も
、
県

内
各
地
で
二
十
件
以
上
の
差
別
発

言
・
差
別
落
書
き
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
具
体
的
に
取

り
上
げ
な
が
ら
、
問
題
点
や
背
景
・

課
題
に
つ
い
て
分
析
、
我
々
の
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
の
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
差
別
落
書
き
・
投
書
と
も
、
一
定

の
知
識
の
あ
る
人
が
事
件
を
起
こ
す

例
が
多
く
あ
り
、
人
権
学
習
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
差

別
心
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

絶
え
ず
自
己
研
修
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
差
別
を
解
消
し
て
い
く

た
め
に
は
一
人
一
人
の
力
は
限
ら
れ

て
い
る
が
、
地
域
の
力
を
寄
せ
集
め

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
立
ち
向
か
う
こ

と
は
出
来
な
い
と
力
強
く
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
教
育
委
員
会
で
は
、

江
府
町
管
内
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
全
員
に
携
帯
用
の
防

犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
全
国
的
に
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
犯
罪
が
増
加

し
て
い
る
中
、
通
学
途
中
の
児

童
・
生
徒
の
安
全
対
策
の
た
め

に
購
入
配
布
し
た
も
の
で
す
。

ブ
ザ
ー
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の

つ
い
た
携
帯
タ
イ
プ
で
六
セ
ン

チ
×
四
セ
ン
チ
の
大
き
さ
。

　
ブ
ザ
ー
に
付
い
て
い
る
ピ
ン

を
引
き
抜
く
と
一
二
〇
デ
シ
ベ

ル
の
「
ピ
ー
」
と
い
う
大
き
な

音
が
鳴
り
、
周
囲
に
危
険
を
知

ら
せ
ま
す
。

　
防
犯
ブ
ザ
ー
は
も
っ
て
い
る

だ
け
で
は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
が
鳴
ら
し
た
ブ
ザ
ー

の
音
で
危
険
を
周
囲
に
知
ら
せ

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
も
し
ブ
ザ

ー
の
音
を
聞
い
た
と
き
は
、
積

極
的
に
子
供
た
ち
の
保
護
・
指

導
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
・
中
学
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与

下吉真二さんの講演
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平
成
十
七
年
度
か
ら
小
学
校
の

教
科
書
が
改
訂
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
小
学
生
は
ど
ん
な
教
科
書
を
使

っ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、

「
平
成
十
七
年
度
小
学
校
使
用
教

科
用
図
書
採
択
に
関
わ
る
教
科
用

図
書
」
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
　

　
展
示
す
る
教
科
図
書
は
「
国
語
、

書
写
、
生
活
、
社
会
、
理
科
、
算
数
、

音
楽
、
図
工
、
家
庭
、
保
健
」
の

十
教
科
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
教
科
書

会
社
五
〜
六
社
の
教
科
用
図
書
が

展
示
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
子
供
や
孫
た
ち
が
今
ど
ん
な
教

科
書
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
ご
覧

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

教
科
書
も
昔
と
違
っ
て
楽
し
い

教
科
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
、
江
府
中
学
校
の
英
語

指
導
助
手
ニ
コ
ラ
・
オ
ー
ス
チ
ン

さ
ん
（
愛
称
：
ニ
ッ
キ
ー
）
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
六
月
三
日
、
第
一
回
の
教
室
が

開
催
さ
れ
、
一
〜
二
年
生
の
部
が

二
十
七
名
、
三
〜
六
年
生
の
部
が

二
十
三
名
の
合
計
五
十
名
で
す
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ニ
ッ
キ

ー
さ
ん
の
英
会
話
教
室
」
は
大
変

な
人
気
で
、
昨
年
は
三
十
五
名
の

参
加
で
し
た
が
、
今
年
は
五
十
名

と
大
人
気
で
す
。

こ
の
英
会
話
教
室
は
、
英
語
の

世
界
に
親
し
む
の
が
目
的
で
す
。

ゲ
ー
ム
や
遊
技
な
ど
を
と
お
し
て

小
さ
い
と
き
か
ら
英
語
の
環
境
に

親
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
五
月
二
十
五
日
、
江
府
町
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
江
府

町
ふ
る
さ
と
を
知
る
会
」
の
平
成

十
五
年
度
の
第
一
回
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
江
府
町
が
寄
贈
を
受

け
た
、
伊
藤
宜
堂
居
士
の
遺
品
と

歴
史
背
景
に
つ
い
て
、
小
田
副
会

長
か
ら
「
宜
堂
略
伝
と
遺
品
」
を

め
ぐ
る
解
説
を
聞
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
日
野
町
歴
史
研
修
会

員
の
参
加
も
あ
り
、
行
政
区
を
越

え
た
文
化
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
江
府
町
ふ
る
さ
と
を
知
る
会
」

は
町
民
な
ら
誰
で
も
会
員
に
な
れ

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
五
月
八
日
、
江
府
町
立
図
書
館

と
ち
ろ
る
文
庫
の
共
催
に
よ
る
「
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
ん
だ
後
、

ク
イ
ズ
や
よ
も
ぎ
団
子
づ
く
り
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
　
場

　
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

期
　
間

平
成
十
六
年
七
月
八
日
か
ら

平
成
十
六
年
七
月
二
十
一
日
ま
で

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

宜堂の遺品をめぐっての研修会

絵本の読み聞かせ自分で作った団子はおいしいね

3～6学年クラス 1・2学年クラス ニッキー先生よろしくお願いします
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五
月
三
十
一
日
、
江
府
町
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
青
少

年
育
成
江
府
町
民
会
議
の
定
期
総

会
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
五
年
度
の
事
業
・
決
算

や
平
成
十
六
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
本
年
度
も

「
夏
の
青
少
年
を
見
守
る
運
動
」

や
「
夏
休
み
青
少
年
教
室
」
「
有

害
図
書
の
駆
除
・
俗
悪
出
版
物
の

自
粛
要
請
」
な
ど
の
活
動
を
行
う

こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
鳥
取

県
警
察
本
部
少
年
課
の
黒
目
美
三

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
青
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
や
少
年
非
行
の

状
況
。
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

る
に
は
地
域
の
支
え
あ
い
が
大
切

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
待
ち
に
待
っ
た
運
動
公
園
の
ナ
イ

タ
ー
開
き
が
、
五
月
七
日
（
金
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
一
般

無
料
開
放
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

平
成
十
五
年
度
の
町
民
野
球
大
会
の

ベ
ス
ト
四
の
チ
ー
ム
（
本
町
二
・
三

丁
目
連
合
、
佐
川
、
新
町
二
丁
目
、

貝
田
）
を
招
待
し
て
、
試
合
を
行
い

ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

久
し
ぶ
り
に
ボ
ー
ル
と
バ
ッ
ト
を
握

ら
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
元
気

で
軽
快
に
体
を
動
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
本
格
的
に
本
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ナ
イ
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
開
幕
し
、

今
後
開
催
さ
れ
ま
す
職
域
対
抗
、
町

民
対
抗
の
野
球
大
会
を
前
に
、
運
動

公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

軟
式
野
球
審
判
講
習
会
が
五
月
十
七

日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ル
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
は
、
頭
で
は
わ
か
っ
て
い

て
も
実
際
に
は
な
か
な
か
行
動
に
移

せ
な
い
も
の
で
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
先

生
の
解
説
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
て
講
習
を
受

け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
二

十
七
日
（
木
）
ま
で
の
期
間
、
第

四
十
一
回
江
府
町
職
域
野
球
大
会

が
運
動
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
各

職
場
と
も
選
手
を
集
め
ら
れ
る
の

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
六
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
熱
戦
に
つ
ぐ
熱
戦
、

は
た
ま
た
大
接
戦
が
連
日
に
わ
た

り
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
浜
本
組

　
　
　
　
（
延
長
八
回
サ
ヨ
ナ
ラ
）

準
優
勝
　
江
府
町
商
工
会

黒目美三子さんの講演

優勝チームの浜本組

ストライクゾーンの確認
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昔は「歳をとると歯が抜けるものだ」とか
　「妊娠すると歯が悪くなる」と思われていま
　　したが、そんなことはありません。健康な歯
　　　　と歯ぐきは、必要な栄養素の摂取と、毎日の
　　　　　　歯と歯ぐきのケアによって、何歳になっても
　　　　　　　　保ち続けることができます。

あなたの口は健康ですか？鏡でチェックしてみましょう。
●歯の表面
きちんと磨けていますか？歯と歯の間、

奥歯などに食べかすが残ってはいませんか？

舌で歯の表面をこすってみて、ヌルヌル

していたら要注意です。歯の表面のヌル

ヌルは、虫歯菌のかたまりです。

●歯ぐきの色
きれいなピンク色です

か？赤味がかかっている、

暗い赤色になっていたら、

歯ぐきの血行が悪くなっ

ているサインです。

●歯ぐきの張り
歯ぐきは引き締まっています

か？歯ぐきの山が丸くなって

いる、ブヨブヨしていたら歯

ぐきが弱っているサイン。歯

肉炎かもしれません。

●まずはしっかり歯磨きの習慣を・・・
　　食べたら歯をみがく。これが基本です。殺菌剤やフッ素配合の歯磨き剤を選ぶのはもちろんのこと、

　ビタミンＣの配合されている歯磨き剤などで歯ぐきのマッサージを怠らないようにしましょう。

　　
●歯と歯ぐきに必要な栄養素とビタミンをとりましょう・・・
　　歯と歯ぐきの健康には、歯磨きのほかにきちんと栄養をとることも必要です。

　口の中の健康は、全身の美容と健康につながります。目標は、「80歳になった時、自

分の歯が20本ある」ことです。いつまでも若々しく健康であるために、日ごろの歯磨き

習慣・食生活を振り返ってみましょう。

たんぱく質
歯の土台の材料と

なる

＊肉・魚・豆腐など

（美容の相乗効果）

肌のはり・ツヤを

よくする

カルシウム
歯の石灰化のため

の材料となる

＊牛乳・小松菜・小魚

など

（美容の相乗効果）

・丈夫な骨をつくる

・情緒の安定

・不眠予防

ビタミンＡ
歯のエナメル質の

土台を仕上げる

＊にんじんなど

（美容の相乗効果）

・小じわを防ぎ肌に

うるおいを与える

ビタミンＣ
歯ぐきのコラーゲ

ン線維の修復を助

ける

＊果物・野菜など

（美容の相乗効果）

・しみを防ぎ透明

感のある肌に！

ビタミンＤ
カルシウムの代謝

や石灰化の調整役

＊干ししいたけ・日

光浴など

（美容の相乗効果）

・カルシウムの吸

収を助ける

あなたの口の中をチェック

口の中の健康法
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天
国
へ
の
手
紙

　
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
製
作
委
員
会

　
あ
な
た
が
天
国
へ
一
人
で
旅
立
っ
て
八
年
、

た
っ
た
二
十
五
日
だ
っ
た
け
ど
、マ
マ
は
あ

な
た
の
マ
マ
に
な
れ
て
幸
せ
だ
っ
た
と
今
は

思
え
る
よ
。あ
な
た
を
初
め
て
抱
い
た
時
、あ

な
た
は
も
う
息
を
し
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

マ
マ
は
暖
か
い
あ
な
た
を
感
じ
と
れ
て
嬉
し

か
っ
た
ん
だ
よ
。亡
く
な
っ
た
愛
す
る
人
へ
、

あ
な
た
へ
の
忘
れ
が
た
い
想
い
を
綴
り
ま
し

た
。

野
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
林
　
真
理
子

　
「
私
た
ち
っ
て
、
ず
う
っ
と
幸
せ
な
ま
ま

生
き
て
い
け
る
気
が
し
な
い
？
」
宝
塚
の
娘

役
の
千
花
と
雑
誌
記
者
の
萌
。
若
く
美
し
い

親
友
同
志
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
恋
の
ゆ

く
え
。

臨
場
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
秀
夫

　
過
去
と
現
在
。
３
つ
の
不
可
解
な
事
件
に

は
、
共
通
項
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
終
身
検

死
官
の
異
名
を
持
つ
倉
石
の
言
葉
ひ
と
つ
で
、

捜
査
が
動
き
始
め
る
。
組
織
と
個
人
、
職
務

と
情
、
警
察
小
説
の
圧
倒
的
世
界
。

幽
霊
博
物
館
　
　
　
　
　
赤
川
　
次
郎

　
「
う
ち
に
は
幽
霊
が
出
る
ん
だ
よ
！
」
人

気
推
理
作
家
の
言
葉
に
好
奇
心
が
首
を
も
た

げ
、
彼
の
邸
宅
を
訪
問
し
た
宇
野
警
部
と
夕

子
。
モ
ダ
ン
な
屋
敷
に
は
、
作
家
の
美
し
い

妻
が
い
た
。
彼
女
は
霊
と
話
が
で
き
る
と
い

う
。
そ
の
と
き
、
誰
も
い
な
い
は
ず
の
二
階

の
部
屋
か
ら
内
線
電
話
が
。
受
話
器
か
ら
聞

こ
え
た
声
は
？
。

（
文
学
）

○
僕
と
彼
女
と
彼
女
の
生
き
る
道
　
　
橋
部
　
敦
子

○
十
津
川
警
部
「
目
撃
」
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

○
ス
イ
ー
ト
リ
ト
ル
ラ
イ
ズ
　
　
　
　
江
國
　
香
織

○
宮
尾
本
平
家
物
語(

四)

玄
武
之
巻
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
尾
登
美
子

○
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
(3)
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
孝

○
王
国
〜
そ
の
(2)
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
本
ば
な
な

（
そ
の
他
）

○
松
井
秀
喜
僕
に
は
夢
が
あ
る
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●交通事故相談所

　米子市東福原1丁目1－45

　　　　　西部福祉保健局別館

　　　　　　　　　電話0859－33－0091

●受付時間　

　月・火・木・金曜日の9時から16時30分

●相談方法　来所、電話、手紙

交通事故相談所の利用案内

　電波は、テレビやラジオ、携帯電話、コードレス電

話といった私たちの身の回りから、警察や消防、救急

用無線、防災行政無線局などの公共的分野まで、幅広

く利用されています。

　現在、国民の生命や財産を守るために重要な役割を

果たしている無線通信や、家庭のテレビ・ラジオなど

にいろいろな混信・妨害が発生しています。これらの

混信・妨害の原因の多くは、不法無線局（免許を受け

ないで不法に開設された無線局）から発射される電波

によるものです。

　不法電波は犯罪です。私たちの暮らしを守り、電波

を安心して利用できるよう不法無線局をなくしましょう。

正しい電波利用が、
私たちの生活を支えています

1．受験資格　

昭和58年4月2日～昭和62年4月1日までに生まれた

者

2．受験できない者

　　日本国籍を有しない者

　　国家公務員法第38条に該当する者

3．受付期間　7月12日～7月20日

4．第１次試験日　9月11日

5．問合せ先

　　鳥取地方裁判所事務局総務課人事第一係

　　　　　電話　0857－22－2171

裁判所事務官採用Ⅲ種試験の案内

1．助成対象者

次の要件をすべて備えた方（児童を含む）

ア）重度の視覚障害者または重度の上肢機能障害に

より身体障害者手帳１級または２級の交付を受け

た方で、パソコンを使用するに当って、通常機器

のほかに周辺機器やソフトなどを追加する必要が

ある方

イ）助成を行う月の属する年の前年（助成を行う月

が1月から6月までの場合は前々年）の所得税課税

所得金額（各種所得控除後の額）が、当該月の属

する年の特別障害者手当の所得制限限度額を超え

ない方

ウ）パソコンの使用により社会参加が見込まれる方

2．申請時期　周辺機器等購入前

3．助 成 額　購入費の3分の2、10万円を限度

4．問合せ、申請先

　　日野総合事務所福祉保健局福祉総務課

　　　　　　電　話　72－2035

　　　　　　ＦＡＸ　72－1099

パソコン周辺機器等購入費
助成事業について

1．応募資格

　県内に住む65歳以上の方で、自分の歯の健康に気

をつけて、現在も歯と口の中の状態が良く、20本以

上自分の歯が残っている方。

2．応募期間　8月31日まで

3．応募方法

　最寄りの歯科医院へ申し込みいただくか、県西部

歯科保健センターに電話で申し込みください。

4．問合せ先

　　・最寄りの歯科医院

　　・県西部歯科保健センター　0859－33－3864

　　・県福祉保健部健康対策課　0857－26－7202

　　・日野総合事務所福祉保健局保健衛生課

　　　　　　　　　　　　　　　0859－72－2037

　　・役場福祉保健課　　　　　0859－75－6111

高齢者のよい歯のコンクール
参加者募集中

　現在、児童手当の支給を受けている人は毎年6月末ま

でに児童手当の現況届を提出することになっています。

役場で手続をしてください。

　また、現況届を提出しないと6月以降の児童手当が支

給停止されますので期限内に必ず届出をしてください。

・手続に必要なもの

　現況届（役場で用意しています）、印鑑

　年金加入証明書（厚生年金、共済組合に加入の方のみ）

（勤務先から証明を受けてください）

・その他　

　前年度所得により支給が停止される場合があります。

●詳しくは

　　役場町民課　電話　75－3223　まで

児童手当現況届の提出について（お知らせ）
　給与・賞与に係る源泉所得税の納付期限は次のとおり

です。

【毎月納付の方】

　　6月支給分納付期限　7月12日

【納期特例の方】

　　1月～6月支給分納付期限　7月12日

（注）納付すべき税額がない場合でも、給与などの支払

があれば納付書を作成して、税務署へ直接提出し

てください。

給与の源泉所得税の納付期限を忘れずに

　下記のようなとき、相談してください。当日は、専

門の精神科医師が対応します。

　秘密は厳守しますので、安心してお出かけください。

落ち着きがない／集中力がない／イライラして気持ち

が落ち着かない／仕事や学校を休んで部屋に引きこも

りがちである／すぐに暴力をふるうようになった／最近、

家族の物忘れがひどくなった／飲酒について困ってい

る（失敗した）　　など

・相談は予約制ですので、前日までに電話をしてくだ

さい

・当日の受付時間は13時30分から14時30分です。

●申し込み先

　日野総合事務所福祉保健局（日野保健所）

　　電話72－2037

　　　（8時30分～17時15分）

老人性痴呆及び心の健康相談の案内

1．日　　時　7月30日　9時30分～17時

2．場　　所　西部総合事務所新館

　　　　　　　（米子市麹町1丁目160）

3．受付期間　7月12日まで（12日消印有効）

4．免許種類　網・わな猟／第１種猟銃／第2種猟銃

5．申込み・問合せ先　

　　　日野総合事務所福祉保健局保健衛生課

　　　　　　　　　　電話　72－2038

狩猟免許試験の案内

●対象者

　精神保健や精神障害者の福祉あるいは、ボランティア

活動に関心のある日野郡内の方で、原則全講座受講可能

な方

●開催場所　日野総合事務所　日野町根雨

●開 催 日　7月2日、8月25日、

　　　　　　9月10日か17日、10月15日、

　　　　　　11月19日　　　　　　　　　　計5回

●募集定員　10名程度

●申込期限　6月18日

●問合せ先　

　　日野総合事務所福祉保健局（日野保健所）

　　　　　　電　話　72－2037

　　　　　　ＦＡＸ　72－1099

精神保健ボランティア講座受講生募集

相談日 場　　　　　所

6月24日

8月 3日

10月26日

2月 4日

日野総合事務所第2庁舎

（旧日野保健所）

日野総合事務所第2庁舎

（旧日野保健所）

日南町健康福祉センター

ほほえみの里

日野総合事務所第2庁舎

（旧日野保健所）

役場への電話は…
■市外局番 0859■

ファックス　75－2389

出　納　室　75－2211

総　務　課　75－2211

同和対策室　75－2211

町　民　課　75－3223

地域振興課　75－3305

産業振興課　75－3222

建設環境課　75－3306

議会事務局　75－3307

農業委員会　75－2211

教育委員会　75－2223

公　民　館　75－3211

総合体育館　75－3229

図　書　館　77－2000

明道児童館　75－2624

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラファーム　75－3377

エバーランド奥大山　77－2828

総合健康福祉センター

　　　　　　　　　75－6111

　　　　　　　　　75－2055

　　　　　　　　　77－2345

福祉保健課

江尾診療所

歯科口腔外科予約専用（
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（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

●求人情報に関する問い合わせ先

久連7

久連7

久連7

御机709-1

御机709-1

江尾

不問

不問

不問

18～28

18～28

18～40

211,600～234,000

150,000～200,000

1,100～1,200（時給）

148,500～164,100

148,500～164,100

125,000～150,000

8：30～17：30

8：30～17：30

理学療法士

看護師（正・准）

看護師（正・准）

レストラン係

フロント係

スタンドサービス員

求人事業所名 所 在 地 職 　 　 種 年 齢 賃 　 金 就業時間

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

休暇村　大 山 鏡 ヶ 成

休暇村　大 山 鏡 ヶ 成

（有）白　石　商　事

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

8：30～12：30
8：30～17：30
6：30～15：30

11：00～21：00
6：30～21：00

7：00～16：00
7：30～16：30
9：00～18：00

7：00～16：00
12：00～21：00

7：00～21：00

6月 7月
都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

食生活改善推進員再教育講座

籐細工教室（広域隣保活動）

巡回文庫３区

成分献血

明徳学園

補聴器修理相談会（トーシン）

チャレンジ太極拳入門講座

スポーツ少年団ソフトテニス大会

習字教室（広域隣保活動）明道館

ＯＢソフトテニス夏季大会

水墨画講座

補聴器修理相談会（中国補聴器）

じゃりんこくらぶ（ふれあいデー）

陶芸教室（広域隣保活動）

食生活改善推進員養成講座

陶芸教室（広域隣保活動）

フッ素塗布

子宮・乳・甲状腺がん検診

陶芸教室（広域隣保活動）

チャレンジ太極拳入門講座

和紙折り紙講座

じゃりんこくらぶ（ひよこ教室）

総合健康福祉センター

明道館

山村開発センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

町民テニスコート

町民テニスコート

山村開発センター

総合健康福祉センター

子供の国保育園

明道館

総合健康福祉センター

明道館

老人福祉センター

日野病院

明道館

総合健康福祉センター

山村開発センター

総合健康福祉センター

9：00～13：00

19：30～

10：00～　

13：30～15：00

19：00～21：00

9：00～

13：30～

9：00～

13：30～

15：30～16：30

19：00～

9：00～13：00

19：00～

9：00～ 9：30

13：00～13：30

19：00～

19：00～21：00

10：00～

9：30～10：00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

総合健康福祉センター

日野病院

総合健康福祉センター

町民体育館

明道館

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

高齢者創作館

日野病院

総合健康福祉センター

子供の国保育園

明道館

●広域隣保活動の教室参加希望者は、本五集会所（　75-2624）へ連絡して下さい。

２歳児検診

子宮・乳・甲状腺がん検診

チャレンジ太極拳入門講座

日野郡ＰＴＡ連合会ソフトバレーボール大会

巡回図書１区

生花教室（広域隣保活動）

子育て相談

食生活改善推進員養成講座

陶芸講座

子宮・乳・甲状腺がん検診

チャレンジ太極拳入門講座

じゃりんこくらぶ（ふれあいデー）

習字教室（広域隣保活動）

13：00～

13：00～13：30

19：00～21：00

9：00～

19：00～

9：00～13：00

13：00～

13：00～13：30

19：00～21：00

13：30～
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5月届
（敬称略）

（住所）　　　（氏名）　 （年齢）（世帯主）
◎ごめい福を祈ります

貝　田　森田　一郎　77歳　眞寿美
尾之上原　木嶋きみ江　90歳　 稔
日の詰　山岡　　要　79歳　武生
大河原　野田　　要　78歳　千加枝

交通事故発生状況【町内】

　人身事故　　 1件 （ 3）

　死　　者　　 1人 （ 1）

　負 傷 者　　 1人 （ 3）

　物損事故　　 5件 （60）

飲酒運転検挙者数【町内者】

　　　　　　　 0人 （0）

　5月中のまとめ　（　）内は平成16年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　　30日　（6月1日現在）

火災ゼロ継続日数

　　　　　48日　（5月1日現在）

（住所）　　（氏名）　（性別）（保護者）
◎お誕生おめでとう

新　一　大岩　陽平　男　 一彦
新　二　上代　零也　男　 伸也
貝　田　森田　理子　女　 宏一　
武　庫　宇田川優花　女　 和範

徳間　章書　江尾
花井由紀子　埼玉県日高市から

◎ご結婚を祝します

）

　雨の日は視界が悪く、路面も滑りやすくなるなど悪条件が重なり、

より慎重な運転が必要です。次のことに注意して交通事故防止に努

めましょう。

【運転手のみなさんへ】

○速度は控えめに、車間距離は十分に

　雨の日の路面は滑りやすいので、制動距離は乾燥時に比べて、

約１．５倍必要です。

○タイヤの点検を

　定期的にタイヤの点検を行い、すり減ったタイヤは早めに交換

しましょう。

○合図は早めに

　左右折の合図は早めに出して、自分の行動を早めに周囲に知ら

せましょう。

○夕暮れ時の前照灯の早期点灯を

　夕暮れ時、特に雨の日は歩行者や自転車などの早期発見に努め

るとともに、相手に対しても自分の進行を知らせましょう。

【自転車利用のみなさんへ】

○傘さし運転は危険

　　傘さし運転は、不安定で周囲が見えにくくなり、大変危険です。

○側面反射材の装着を

　自転車には側面反射材を装着し、ドライバーに自分の存在を知

らせましょう。

【歩行者のみなさんへ】

○道路の横断は慎重に

　道路を横断するときは、必ず一旦止まって左右の安全を十分確

かめてから渡りましょう。

　また、夕暮れ、夜間の外出時は必ず反射材を着用し、運転手か

ら早く発見してもらうようにしましょう。

「日野総合事務所へのご意見、日野総合事務所へのご意見、ご提案について」ご提案について」

　毎年誕生月の月初めに社会保険
業務センターから現況届の用紙（は
がき）が送付されます。
　必要事項を記入の上、誕生月の末
日までに投函してください。
　もし紛失された場合には、役場に
用紙がありますのでご連絡ください。

役場町民課（☎75－3223）

現況届を提出しないと、
年金の支給が一時ストップします。

必ず提出しましょう。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さ
ん方の声を施策に反映させていくため、皆
さんが地域や職場、家庭で気づかれた県の
行政についての意見・提言・アイデア・要望・
苦情などを募集しています。
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事
務所から本庁へ伝えますので、是非ご意見
をお聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ 0859－72－2072
メールアドレス h-kenminkyoku＠pref.tottori.jp

日野総合事務所県民局県民課
電話：0859－72－2083

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」



世帯数1,172世帯（±0）　人口 3,923人（－4）　男1,859（－1）　女2,064人（－3）　（　）は前月比　5月末
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エネルギー　 354kcal

脂質　　　　 11.0ｇ

たんぱく質　 9.4ｇ

塩分　　　　 0.2ｇ

　朝が苦手な子どもたちにも、こんな朝
ごはんなら楽しく食べられるかも。
　市販品も上手に取り入れれば、手軽に
バランスの良い食事の出来あがり！

◆材　料
（４人分）

◆作り方

１人分の栄養素

卵　　　　　　2個

水　　　　　　50ml

スキムミルク　大さじ4

サラダ油　　　大さじ3

薄力粉　　　　2カップ

ベーキングパウダー

　　　　　　　小さじ1

みかんの缶詰　200ｇ

砂糖　　　　　大さじ1

江府町食生活改善推進協議会（久連）

朝食セットメニュー
パンケーキ

ヨーグルト（加糖、市販）
にんじんジュース（市販）2～3

4

5

6

7

8

9

10～11

12

13

14

町単独存続決める………………
町の話題………………………………
同和教育推進協議会総会……………
ニッキー先生の英会話教室…………
スポーツ結果…………………………
歯の衛生月間…………………………
図書館からのお知らせ………………
情報コーナー …………………
行事あれこれ ………………………
人の動きほか………………………
チャレンジクッキング ………………

　
六
月
六
日
、
俣
野
地
区
、
米
沢

地
区
で
町
民
運
動
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
午
前
中
に
小
雨
が
降
り
天
候
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
応
援
の
声
や
笑
い

声
が
響
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　5月22日、池の内地内で、俣野小学校の児童・

保護者・老人クラブの方々が田植えをしま

した。

　小学校の授業の一つで、育苗、田植、刈り




